
十
+

２
０
２
０
年
東
京
五
輪

。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を

前
に
、
喫
煙
を
め
ぐ
る
法
律
が
大
き
く
変
わ

っ
た
。

開
催
国
と
し
て
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
結
果
と
は
い

え
、
来
年
４
月
の
全
面
施
行
時

に
は
、
屋
内
は

「
原

則
禁
煙
」
と
な
る
。
し
か
し
、

「
受
動
喫
煙
防
止

に
は
ま
だ
不
十
分
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
一
方

で
、

煙
の
出
な
い
加
熱
式
た
ば
こ
の
存
在
感
が
急
速
に

大
き
く
な

っ
て
き
た
。
た
ば
こ
を
め
ぐ

っ
て
動
き

出
し
た
新
し
い
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
専
門
家

の
お

二
人
に
た
ば
こ
の
害
悪
や
禁
煙

へ
の
取
り
組

み
方
法
を
尋
ね
た
。
き

ょ
う
３‐
日
は

「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
。

（
聞
き
手
＝
読
売
新
間
中
部
支
社

・
千
田
龍
彦
）

れ

て
い
る
。

伴
　
そ
の
通
り

で
す
。
喫
煙
で

認
知
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
、
高

血
圧
や
脂
質
異
常
な
ど
生
活
習
慣

病
と
さ
れ
る
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン

ド

ロ
ー
ム
、
歯
の
黄
ば
み
や
虫
歯
、

歯
周
病
の
原
因
と
も
な

っ
て
い
ま

す
。■

五
輪
に
向
け
制
限
強
化

―
―

来
年
の
東
京
五
輪

・
パ
ラ

リ

ン
ピ

ッ
ク

に
向
け

て
健
康
増
進

法
が
改
正
さ
れ
、
喫
煙
の
制
限
が

進
み
ま
す
。

伴
　
法
律
は

「
望
ま
な
い
受
動

喫
煙
の
防
止
を
図
る
た
め

」
と
う

た

っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
害
は

喫
煙
者
本
人
だ
け

で
な
く
、
た
ば

こ
か
ら
漂
う
副
流
煙
や
喫
煙
者

の

呼
気
を
吸
わ
さ
れ
る
周
囲
の
人
た

ち
に
及
び
ま
す
。
有
害
物
質
は
喫

煙
者
が
吸
い
込
む
主
流
煙
よ
り
副

流
煙
の
方
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る

の
で
す
。

夫

の
喫
煙
で
妻
が
肺
腺
が
ん

に

な
る
な
ど
、
様

々
な
病
気
の
発
症

リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
受
動
喫

煙
に
よ

っ
て
も
年
間
約
１
万
５
０

０
０
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
に
も
影
響
が
あ

り
、
発
育
の
遅
れ
、
言
語
能
力
低

下
、
集
中
力
の
欠
如
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。

―
―
改
正
法
を
評
価
で
き
ま
す

か
。伴

　
事
務
所
や
ホ
テ
ル
、
国
会
、

一
部
の
飲
食
店
な
ど
で
喫
煙
専
用

室
設
置
を
認
め
た
点
は
評
価
で
き

ま
せ
ん
。
ド
ア
の
開
開
で
煙
が
漏

れ
、
喫
煙
室
か
ら
出
て
き
た
人
の

呼
気
に
も
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
喫
煙
者
の
髪
や
衣
服
に

付
着
し
た
煙
成
分
か
ら
有
善
物
質

が
広
が
る
結
果
、
３
次
喫
煙
も
間

題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
分
煙
で
受

動
喫
煙
を
防
ぐ
の
は
不
可
能
で
、
十

屋
内
金
面
禁
煙
が
必
要
で
す
。

堀
口
　
医
療
政
策
の
打
ち
合
わ

せ
で
愛
知
県
庁
へ
行
く
機
会
が
増

え
た
の
で
す
が
、
確
か
に
県
職
員

と
会
議
し
て
い
る
と
、
た
ば
こ
臭

い
こ
と
が
あ
り
、
喫
煙
室
か
ら
戻

っ
た
と
こ
ろ
だ
と
分
か
り
ま
す
。

東
京
都
は
国
の
法
律
よ
り
厳
し

い
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
都
が

禁
煙
を
促
し
、
受
動
喫
煙
防
止
に

力
を
入
れ
る
の
は
、
医
療
経
済
学

か
ら
み
て
も
当
然
で
す
。
医
療
費

の
助
成
額
が
膨
ら
め
ば
財
政
を
圧

迫
し
ま
す
。
病
気
の
原
因
と
な
る

た
ば
こ
の
規
制
は
、
将
来
的
に
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。改

正
法
は
自
治
体
の
黄
務
も
定

め
て
お
り
、
今
夏
か
ら
庁
舎
は
金

面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
積
極
的
な

取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

伴
　
喫
煙
者
は

「た
ば
こ
を
吸

う
権
利
が
あ
る
」と
言
い
ま
す
が
、

時
や
場
所
を
選
ば
ず
に
喫
煙
す
る

権
利
ま
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
８０
％
を
超
す
非
喫
煙
者

が
受
動
喫
煙
す
る
こ
と
の
な
い
環

境
を
つ
く
る
べ
き
な
の
で
す
。

煙
が
出
な
い
非
燃
焼
・
加
熱
式
た

ば
こ
に
切
り
替
え
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

伴
　
改
正
健
康
増
進
法
で
は
、

加
熱
式
た
ば
こ
も
紙
巻
き
た
ば
こ

と
ほ
ぼ
同
様
の
規
制
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
エ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
が

含
ま
れ
て
お
り
、
受
動
喫
煙
で
目

や
の
ど
の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
い

ま
す
。
発
が
ん
物
質
が
少
な
く
な

っ
た
と
は
い
え
、
量
が
少
な
い
か

ら
安
全
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。「紙
巻
き
た
ば
こ
を
や
め
る
た

め
」と
釈
明
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

実
際
は
７
割
が
併
用
し
て
い
る
と

さ
れ
、
禁
煙
効
果
は
疑
間
で
す
。

堀
口
　
加
熱
式
の
方
が
血
中
の

エ
コ
チ
ン
濃
度
が
上
が
り
や
す
い

と
い
う
デ
―ヽ
夕
も
あ
り
、
日
本
呼

吸
器
学
会
は

「安
全
と
は
い
え
な

い
」と
の
見
解
を
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
加
熱
式
た
ば
こ
の
利
用

者
増
に
つ
い
て
、
海
外
で
は

「日

本
で
人
体
実
験
を
し
て
い
る
か

ら
、
そ
の
結
果
を
み
よ
う
」
と
ま

で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
じ
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
子

ど
も
の
興
味
も
ひ
く
そ
う
で
す
。

喫
煙
率
が
１８
％
を
切
る
ま
で
下
が

っ
た
の
に
、
喫
煙
を
始
め
る
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
る
の
で
は
と
心
配
で

す
。
学
校
で
の
禁
煙
教
育
が
必
要

で
す
。

伴
　
液
体
を
気
化
し
て
吸
い
込

ｂ
電
子
た
ば
こ
に
関
し
て
は
、
日

本
で
は
エ
コ
チ
ン
入
り
を
売
る
こ

と
は
で
き
ず
、
規
制
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
気
化

の
際
、
有
害
物
質
が
発
生
し
て
お

り
、

「絶
対
安
全
」
な
ど
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
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■
「肺
年
齢
」が
８０
歳

―
―
た
ば
こ
は

「
毒
の
缶
詰
」

と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
。

伴
　
た
ば
こ
の
煙
に
は
５
０
０

０
種
類
以
上
の
化
学
物
質
が
含
ま

れ
、
そ
の
中
に
は
約
７０
種
類
の
発

が
ん
物
質
が
あ
り
ま
す
。
喫
煙
が

原
因
と
さ
れ
る
が
ん
に
は
、

口
腔

が
ん
、
咽
頭
が
ん
、
喉
頭
が
ん
、

肺
が
ん
、
食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、

ぼ
う
こ
う
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、

肝
臓
が
ん
、
す
い
臓
が
ん
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

化
学
物
質
で
悪
質
な
の
が
、

ニ

コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素

で

す
。

エ
コ
チ
ン
に
は
血
管
収
縮
作

用
が
あ
り
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心

疾
悪

、
末

梢

性

の
動

脈

閉
塞

症

な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
喫
煙

に
よ
る
死
亡
は
年
間
約
１２
万
９
０

０
０
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

堀

口
　
肺
は
年
齢
と
と
も
に
機

能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
喫

煙
に
よ
る
肺
胞
の
破
壊

で
機
能
低

下
が
加
速
さ
れ
ま
す
。
酸
素
と

二

酸
化
炭
素
の
交
換
が
う
ま
く
い
か
‘

な
く
な
り
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の
発
症
に

つ
な
が

り
は
購
翡

断
や
人
間
ド

ッ
ク

で
肺

　

．

‐
恙
騒
ζ
伏
郎
科
し
い

薬
庵
壮
　

飾
的
細
秘
朧
痘
釧
脱
朧
け
″
囲
雌

　

酵
鵠
擦
細
れ

窯
中
舗
″
「

ス
は
約

活
量
や
呼
吸
機
能
を
検
査
し
、
呼

　

　

―
―
禁
煙
希
望
者
の
た
め
に
医

　

０
０
円
余
り
。
こ
の
間
、
１
日
２０

　

　

ニ
コ
チ

ン

ヘ
の
依
存
度
は
非
合

吸
器
学
会
が
作

っ
た
計
算
式
に
当

　

療
機
関
に
禁
煙
外
来
が
設
け
ら
れ

　

本
の
た
ば
こ
を
吸
う
よ
り
断
然
安

　

法
薬
物

の

ヘ
ロ
イ
ン
や

コ
カ
イ

ン

て
は
め

て
、
肺
年
齢
を
は
じ
き
出

さ
　

て
い
ま
す
。
成
果
は
い
か
が

で
す

　

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
強
く
、
ま
さ

に

エ
コ
チ

ン

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
年
齢
４０

　

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喫
煙
者
の
呼
気
に
は

一
酸
化
炭

　

依
存
症
と
い
う
病
気

で
あ

っ
て
、

代
の

ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
が
、
肺

　

　

伴

　

子

ど

も

が

産

ま

れ

た

と

　

素
が
多
い
。
通
院
の
際

の
検
査

で
、
　

卒
煙
が
簡
単

で
な
い
の
は
当
然

で

年
齢
は
８０
代
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

　

か
、
会
社
の
健
康
診
断

で
異
常
が

　

減
少
を
確
認
し
、
効
果
を
自
覚
す

　

す
。
１
年
た

て
ば
、
ま
た
保
険
が

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け

で

　

る
こ
と
も
、
禁
煙
持
続
の
励
み
に

　

使
え
る
の
で
、
禁
煙
外
来

に
再
挑

最
近
の
研
究
で
は
、
喫
煙

で
聴

　

禁
煙
外
来
を
受
診
す
る
人
が
多
い

　

な
る

で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
仕
事

　

戦
し

て
ほ
し
い
。

劫
訥
聴
林
町
る
こ
と
も
分
か

っ
て

　

齋
附
醜
賭
嘲
⇔
乾
始
呻
理
期
蜘
諫

　

酌
触
脱
船
鯨
肥
詢
潮
紬
中
議
坤
齋

　

・・

加
寄
幹
式

ナ
鱗
け

に
に

警
暴
埋

―
―

寿
命
も
健
蔑
寿
命
も
削
ら

　

助
薬
と
し
て
チ

ャ
ン
ピ

ッ
ク

ス
と

　

５
回

の
通
院
を
終
了
し
、
９
か
月

　

　

―
―

「
害
が
少
な
い
か
ら
」
と

―ヤ争″|li

lI塩

3猟に亡とお`欧当唐は

「分煙」の レス トラン店頭に張 り出 された「全
席禁煙 」化のお知 らせ (名古屋市中区で )

飲食店 先行で禁煙も

規
制

医
療
費
の
抑
制
に

〓
Ａ

ｒ

屋
内
全
面
禁
煙
が
必
要

改
正
健
康
増
進
法
は
２
段
階
で
施
行
さ
れ

る
。ま

ず
学
校
や
保
育
所
、
病
院
、
行
政
機
関
の

庁
舎
な
ど

（第
１
種
施
設
）
で
は
、
今
年
７
月

か
ら
、
建
物
を
含
む
敷
地
内
が
原
則
的
に
禁
煙

と
な
る
。
受
動
喫
煙
防
止
措
置
を
条
件
に
、
屋

外
に
喫
煙
場
所
を
設
置
で
き
る
。

第
１
種
以
外
の
事
務
所
、
工
場
、
ホ
テ
ル
。

旅
館
（客
室
は
適
用
除
外
）
、
飲
食
店
、
国
会
、

裁
判
所
な
ど

（第
２
種
施
設
）
で
は
、
来
年
４

月
か
ら
、
屋
肉
が
原
則
禁
煙
に
。
喫
煙
専
用
室

を
設
置
で
き
る
が
、
飲
食
を
供
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

経
営
規
模
の
小
さ
な
既
存
の
飲
食
店
に
限

り
、
経
過
措
置
と
し
て
、
店
内
で
喫
煙
が
可
能

に
。
た
だ
し
、喫
煙
専
用
室
、喫
煙
可
能
な
店
内

で
は
、客
・従
業
員
と
も
２０
歳
未
満
の
立
ち
入
り

は
禁
止
だ
。

飲
食
店
な
ど
で
は
同
法
の
施
行
を
に
ら
ん

で
、
先
行
し
て
禁
煙
化
に
踏
み
切
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
全
国
に
１
０
０
０
店
舗
余
り
を
展
開
す

る
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
「
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
」
で

は
、
一
部
の
店
舗
で
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
「分

煙
」を
導
入
し
て
い
た
が
、
全
店
全
席
禁
煙
に

踏
み
切
る
。
達
成
時
期
も
、
当
初
の
今
年
９
月

目
標
を
前
倒
し
し
て
６
月
１
日
と
な
る
。

″
ｔ
　
・
　
　
十一

ばんクリニック医師 藤田医科大学
ばんたね病院副院長

堀口 高彦 氏
1986年、藤 田保 健 衛 生 大 学

(現・ 藤 田医 科 大 学 )大学 院
医 学 研 究 科 修 了 。 2010年か ら
藤 田医科 大 学 医学 部 教 授 、 12
年 か ら同 大 ば ん たね 病 院副 院
長 、 17年か ら同大 総 合 ア レル

ギ ー セ ン ター長 。

ばん  なお

伴 直
あき

昭 氏

2012年、藤 田保 健 衛 生 大学
(チ見 。藤 田医 科 大 学 )大学 院

医 学 研 究 科 修 了 。藤 田医 科 大
学 ば ん たね 病 院 呼 吸器 肉科 助
教 な ど をべ て 18年か ら同 大 客
員 助 教 、ば ん ク リエ ック (三
重 県 鈴 鹿 市 )医 師 。
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